
信越産業株式会社 
 

          ＳＨＩＮ－ＥＴＳＵ ＩＮＤＵＳＴＲＹ ＣＯ., ＬＴＤ.  

表面仕上げ用ポリマーセメントペースト 

レジメントＵＸ 

 

用 途 

 コンクリート製品の表面仕上げ材 

 

特 徴 

１．珪砂を含まないため、細かで美しい表面仕上げが可能です。 

２．粉末特殊ポリマー、各種混和材を配合したプレミックスタイプの 

表面仕上げ材です。 

 ３．高い接着性があります。 

４．清水との混練から凝結まで練り性はほぼ変わりません。 

 

使用方法 

１．施工箇所はブラシ等でレイタンスやゴミ等を除去して下さい。 

２．施工箇所は刷毛等で水湿し、ドライアウトをおこさないようにして下さい。 

３．適量の清水で練り（水／レジメントＵＸ比＝３０～４０％）、コテなどで施工して下さい。 

  スプレーガンでの吹き付けも可能です。 

４．凝結時間は温度で変わるため、使用前にテスト練りをして、凝結時間の確認をして下さい。 

５．１袋（20㎏）の練り上がり量は約１４リットル（水／レジメントＵＸ比＝３５％）です。 

 

施工厚 

１ｍｍ～２ｍｍまで 

 

可使時間 

混練後約２４０分  ※気温２０℃での目安 

 

強度データ（社内試験） 

 

水／レジメントＵＸ比＝３５％ 

測定方法は当社規定による。 

 

色 

  標準色 

 

荷 姿 

   ２０㎏ビニール袋（５㎏ずつ４袋に分かれています。） 

材 齢 １４日 

接着強度(Ｎ/mm
２
) ２.６ 
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使用上の注意 

１．混練に使用する水は水道水等の清水をご使用下さい。 

２．ポリマー液を混練する場合はレジメントＦ（７倍希釈液）を推奨します。他のポリマー液

（レジメントＨ等）は混錬しないで下さい。 

３．セメントを含む製品のため吸湿により風化します。保存には充分注意し、なるべく早めに

ご使用下さい。５㎏内袋は、保存性を良くするためヒートシールしてあります。付属の輪

ゴムは開封後の封にご利用下さい。 

４．凝結開始後の再加水・練り返しは行わないで下さい。施工不良の原因となります。 

５．ゴミ等の残留や乾燥は施工不良の原因となりますので、施工個所は予め清掃・水湿しをし

て下さい。 

６．施工環境(施工する製品の温度・気温・水温等)により可使時間や凝結時間が変化します。

また、気温５℃以下の環境では凝結・強度発現が著しく遅くなる場合があるため、適正な

養生を行って下さい。 

７．本品と他のセメント系材料との混合はお控え下さい。 


